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第1章 はじめに 

1-1. 計画策定の背景・目的 

国東市の公共交通網は、民間路線バス、市の運営するコミュニティバス・コミュニティ
タクシーが主な公共交通手段となっていますが、近年は、バス路線の廃止や、利用者の減
少により費用対効果が低下し、将来において公共交通網を維持していくために、より効率
的に再編を行うことが喫緊の課題となっていることから、市の総合計画や関連の計画との
整合性をはかりつつ、市内全域を包括する「国東市地域公共交通計画」を策定することと
しました。 
本計画では、人口減少や少子高齢化の更なる進行、公共交通に対する財政負担の増加な

ど、現在や将来予想される問題点について、調査・分析を行い、市の課題を整理したうえ
で、市の将来の形を見据えた、実態に沿った持続可能な公共交通のありかたを示し、必要
な対策・施策を記載します。 

 

1-2. 計画の期間 

本計画は、令和 5（2023）年 10 月から令和 10（2028）年 9 月までの 5 年間を計画期間
とします。 

 

1-3. 計画の対象区域 

本計画は、国東市の全域を対象区域とします。 
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1-4. 本計画の位置づけ 

本計画は、「第 3 次国東市総合計画」を上位計画とした計画であるとともに、「国東市
都市計画マスタープラン」、「国東市立地適正化計画」など関連計画との整合を図り、国
が策定する公共交通の基本方針などに即しながら策定します。 
なお、策定に際しては、市内の公共交通手段であるバスの利用実態調査を実施・分析す

るとともに、住民アンケート調査やワークショップを始めとした諸調査により、移動実態
や公共交通の利用実態、公共交通に対するニーズを把握し、これら基礎調査の結果を踏ま
えて計画を策定しています。 

 

  

第 3次国東市総合計画（令和 5（2023）年 4月～） 

持続可能な事業の実施 
（公共交通ネットワークの再構築） 

 

大分空港利用実態調査 

バス利用実態調査 

国東市地域公共交通計画 
（令和 5（2023）年 10月～） 

国東市都市計画マスタープラン（平成 30（2018）年 3月～） 

国東市立地適正化計画（令和 4（2022）年 3月～） 

大分県東部圏地域公共交通網形成計画 

（令和 2（2020）年 3月～） 

各部門別計画等（高齢者福祉、観光、環境、教育等） 

国が策定する公共交通の基本方針 
・交通政策基本法 
・地域公共交通活性化・再生法 等 

住民アンケート調査 

高校生アンケート調査 

上位計画 

関連する計画 

基礎調査 

ワークショップ（市内 4地域） 
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第2章 国東市及び地域公共交通の現状 

2-1. 国東市の人口・社会動態 

2-1-1 人口推移 

国東市では、人口減少及び高齢化が進行しており、令和 2（2020）年時点で高齢化率
は 43%であり、将来推計人口では高齢化率が 50%以上に増加することが予測されてい
ます。 
社会増減をみると、20～30 代が多く減少しており、大学進学や就職時期に大きく転

出しています。一方、60 代前後では転入超過も見られます。 
人口ピラミッドをみると、65歳以上の高齢者人口が多く、特に女性の高齢者人口が多

くなっています。 
 

 
出典：～2020 年は国勢調査、2025 年からは国立社会保障・人口問題研究所の推計値 

図 2-1 人口推移 
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出典：国勢調査 

図 2-2 社会増減（令和 2（2020）年） 

 

 
出典：国勢調査 

図 2-3 人口ピラミッド（令和 2（2020）年） 
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2-1-2 人口分布 

（1） 全人口の分布状況 

人口は沿海部に集中しており、特に国東～安岐地域にかけての広範囲に多数の人口
が分布しています。 
国東地域以北や山間部では人口密度が低く、谷に沿って集落が点在しています。 

 

  
出典：国勢調査 

図 2-4 人口分布（500m×500m範囲）  
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（2） 高齢者人口の分布 

高齢化率は山間部が高く、人口の集中する沿海部では低くなっています。 
特に、山間部でも中腹以上の地域では高齢化率が50％を超える集落が多くなってい

ます。 
 

 
出典：国勢調査 

図 2-5 高齢化率（500m×500m範囲）  
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（3） 人口増減の分布 

平成 27（2015）～令和 2（2020）年の人口増減をみると、安岐地区の一部では人
口が増加傾向にありますが、沿海部のほとんどで人口減少がみられます。 

 

 
出典：国勢調査 

図 2-6 人口増減（平成 27（2015）～令和 2（2020））  
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2-1-3 人口流動 

（1） 通学移動 

国東市に居住する通学者のうち、500 人程度が市内で移動を完結しています。市外
との流動は、杵築市、別府市、大分市への流出が多くなっています。流出流動が流入
流動を上回っており、国東市から市外への通学が多くみられます。 

出典：国勢調査 

図 2-7 通学移動 

（2） 通勤移動 

国東市に居住する通勤者のうち、1 万人程度が市内で移動を完結しています。市外
との流動は、隣接する市町との流動が多い傾向にあります。流入流動が流出流動を上
回っており、市外から国東市への通勤が多くみられます。 

 

出典：国勢調査 

図 2-8 通勤移動  
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2-2. まちづくり・観光・周辺地域の動向 

2-2-1 生活利便施設立地状況 

国東市の生活利便施設立地状況をみると、商業施設は国東地域に集中しており、医療
機関は市役所及び支所周辺に多く立地しています。市内の高校は国東地域にある国東高
等学校 1校のみとなっています。 

 

 
出典：地理院地図、国土数値情報、大型小売店総覧 

図 2-9 施設の立地状況  
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2-2-2 観光拠点施設の開発 

国東地域の中心市街地である鶴川商店街では、観光情報やグルメ、現代アート等の
様々な魅力の情報発信を行うデジタル交流ギャラリー、チャレンジショップ、テレワー
ク施設等を含めた観光拠点施設が整備され、令和５年１０月にオープンしました。 
大分空港の利用者、九州圏内の観光客等を国東市に呼び込むための新たな魅力を中心

部に構築し、令和４年度から令和６年度までの３か年をかけてハードとソフトの両面か
ら地域振興施策を総合的に実施します。 
観光拠点施設には、観光来訪者だけでなく、市民も訪れる施設が整備される予定であ

り、大分空港からの交通手段の充実に加え、来訪者に対する移動手段の確保や公共交通
と次世代モビリティとが連携した移動環境の構築が求められます。 

 

 
図 2-10 鶴川商店街周辺拠点施設 
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2-2-3 市内に点在する豊富な観光資源 

国東半島には、1300 年以上の歴史を誇る仏教文化である「六郷満山」や、寺社仏閣
や名所をつなぐ「国東半島峯道ロングトレイル」、沿岸部のサイクリングロードを活用
した「仁王輪道」、アートや工房、豊富な自然資源を活かした食など、豊富な観光資源
が存在します。 

 

 
 

図 2-11 国東市内の観光資源イメージ 
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2-2-4 大分空港に関する取組 

大分県では大分空港を宇宙港とする事業を推進しており、打ち上げに関わる産業や宇
宙を活用した新ビジネスの創出に加え観光プログラムの創出、更には教育活用での活用
も期待されています。 
また、大分空港へのアクセス経路の改善のため、2023 年度以降を目標にホーバーク

ラフトによる海上アクセス交通の導入が進められています。大分空港側の港は空港敷地
内で過去にホーバークラフトが運航されていた際の港を活用し、大分市側は西大分に港
を新設しており、大分市～大分空港間を約 25分で連絡することが可能となります。 
これに伴い大分県が試算した結果では、他空港から大分空港に利用を転換する人が年

間約 3.5 万人、ホーバークラフトを目的に大分県に新規に来訪する人が年間約 4.7 万人
と予想されています（出典：大分空港海上アクセス運航事業に係る経済波及効果等推計
調査結果）。 
後述する大分空港来訪者の目的地において、国東市内に観光目的で向かう来訪者もお

り、大分空港来訪者による国東市内観光地等への効果の波及が期待されます。 
 

 
 

図 2-12 ホーバークラフトイメージ 
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2-3. 上位・関連計画における公共交通施策の方針 

上位・関連計画として「第 3 次国東市総合計画」、「新市建設計画」、「国東市都市計
画マスタープラン」、「国東市立地適正化計画」、「国東市交通安全計画」、「大分県東
部圏地域公共交通網形成計画」が該当し、市内の都市機能拠点や都市軸の設定、公共交通
政策の方針について記載されており、これらの計画との整合を図る必要があります。 
各計画における記載内容を以下に抜粋して記載します。 

 
計画 内容 

第 3 次 
国東市総合計画 
(令和 5年 3 月) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第２章 国東市の将来像 
（３）第 3 次国東市総合計画 将来像 
未来へ、そして宇宙につながる悠久の里 国東 
【未来へ】 
本市が今後も持続的に発展し続けることが市民の共通の願いです。これまで築
き上げてきたものを次世代につなぐとともに、将来を担う子どもたちが国東市
でワクワクしながら夢を描くことができるような「未来へ」思いを込めていま
す。 
【そして宇宙につながる】 
大分空港が宇宙港に選定され、その関連事業などにより地域を活性化させま
す。多様な要素や方式が同時にバランス良く共存することで、ハイブリッドな
発展をめざしてきた本市は、今後、「宇宙」という一つの大きなテーマを掲
げ、新しい国東市の具現化に「つなげて」いきます。 
【悠久の里】 
歴史と豊かな自然が果てしなく続くことを願うとともに、第 2 次国東市総合計
画の将来像の最初の言葉であった「悠久」を掲げることで、これまでに本市が
育んできた豊かな歴史や文化・芸能などの先人の知恵や思いを、次世代に継承
し続けていくことを表しています。また、「里」は都会に対してふるさととい
う意味があり、市外で活躍する本市出身者などが、自慢でき、そしていつまで
も心のよりどころとなるようなあたたかなまちであり続けます。 
【国東】 
第 2 次国東市総合計画の将来像では、「くにさき」と平仮名表記をすることで
小さな子どもでも本市の呼称に愛着をもってもらいました。これからの将来像
は「国東」と表記し、本市の認知度を向上させることで、市外に住む誰もが漢
字表記の名称を読めるようにする覚悟を表しています。 
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 政策分野Ⅳ 時代に合った、誰もが安心して暮らせるまちづくり 
施策Ⅳ－8 公共交通 
（３）主な取組方針 
方針１  公共交通サービスの利用促進【戦略】 
・コミュニティバス・コミュニティタクシーや路線バスの利便性向上を図る
ため、路線図と時刻表を一体化し、見やすくした総合時刻表を配布しま
す。 

・市内を運行する民間路線バスの運賃負担軽減を図るため、民間路線バス会
社の発行する専用回数乗車券を購入した人へ利用助成券を配布します。 

方針 2  持続可能な公共交通網の維持【戦略】 
・民間路線バスが運行していない交通空白地域での移動手段を確保するた
め、コミュニティバス・コミュニティタクシーを運行し、交通空白地域を
解消します。 

・利用者の減少により、費用対効果が低下し、より効率的に路線バス及びコ
ミュニティバス・コミュニティタクシーの再編を行う必要があることか
ら、市民や地域にとって望ましい、新たな持続可能な交通施策の可能性を
検討するとともに、事業者に対する支援策についても検討を進めます。 

方針 3  交通結節機能の強化【戦略】 
・広域連携軸では、バスターミナルを中心として、ハブ機能を有する交通結
節点を形成し、周辺都市との連携を支える軸として、機能を維持・強化し
ます。 

・地域連携軸は、国道 213号から各谷あいに延びる生活路線に対し、適切な
公共交通の配置を行うことにより、山間部の集落と各地域拠点を結ぶ基本
的な地域公共交通ネットワークとしての機能を維持・強化します。 

方針 4  新たな交通モードの検討【戦略】 
・山間部の路線は、地域の実情に応じて持続性・効率性の両立のためデマン
ド交通でなどを視野に検討し、スクールバスと連携・役割分担をし、通学
利用者が不便にならない交通網を検討します。 

・AI などの先進技術や自動運転バス等は、地域公共交通の運転手不足・採
算性の課題解決に大きな効果が期待されることから、先行事例や研究等を
踏まえつつ、車内外の安全性の確保や運用地域、コスト面など、将来的な
可能性を検討します。 

方針 5  観光ニーズに対応した公共交通利用環境の整備【戦略】 
・バス路線の延伸やダイヤ再編によりモード間での物理的・時間的な乗継利
便性を向上させ、広域観光を支える公共交通ネットワークの構築を検討し
ます。 

・広域観光ルート設定において重要な役割を担う、地域間交通（鉄道・航路
と幹線バス路線）相互の連携について、乗継利便性を向上させます。 

・利便性と効率性の両立に資する AI デマンド交通などの導入の可能性や、
観光施策と生活サービスを連携した、MaaS 等の新たな交通モードの横断
的なサービスの導入について検討します。 
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計画 内容 
新市建設計画 
(令和 3年 3 月) 
p.40 
 
 
 

第６章 新市の施策 
２ 分野別施策・主要事業 
（２）安全で快適な地球にやさしい生活環境づくり 
③道路網・公共交通機関の整備 
公共交通機関である路線バスは、自家用車の普及や人口減少等により利用者

が年々減っており、バス事業の運営は厳しくなっていますが、地域住民、特に
高齢者や学生・児童など自ら交通手段を持たない方にとっては必要不可欠な交
通機関であることから、路線の維持・確保に努めます。路線バスの運行の無い
地域については、コミュニティバス・コミュニティタクシーの運行継続を図り
ます。 
さらに、住民が公共交通を安全で快適に利用できるように、それを補完する

新たな移動手段の検討を進めます。 
併せて、公共交通が抱える課題の解決に向けて、自動運転技術などを活用し

た新しい交通システムの可能性を探っていきます。 
【主要事業】 
◎ 市道整備事業 
◎ 国・県道整備促進事業 
◎ 河川・排水路等整備事業 
◎ 地域交通体制支援事業 
◎ 公共交通関連事業 
◎ 公共交通のスマート化事業 
◎ 自動車学校支援事業 
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計画 内容 
国東市都市計画マ
スタープラン 
(平成 30年 3月) 
p. 91~92 
 

３ 全体構想 
３ 全体構想 
３－２ 都市づくりの基本方針 
（３）交通施設の整備方針 
○都市の骨格を形成する道路網の構築 
・本市の外周を囲む国道 213号、国道から両子山系に伸びる県道豊後高田国
東線、県道山香国見線、県道豊後高田安岐線、県道両子山武蔵線、その他
の県道及び市道オレンジロードを骨格として基本的な道路網形成を図りま
す。 

・骨格道路は、交通の幹線として都市拠点とその他の拠点、歴史文化交流ゾ
ーンを円滑に結ぶとともに、災害時の緊急路や観光流動の円滑な処理、公
共交通のルート、道の駅や展望所などの付帯施設による観光資源などの果
たしている多様な役割の強化を図ります。 

○交通結節点における結節機能の強化 
・本市の都市形成においては、都市拠点への交通アクセスの確保と都市拠点
を基軸とした公共交通のハブ化が重要であることから、都市拠点からの広
域バス路線の確保や徳山・姫島航路の就航など、公共交通の充実に向けた
取組みを進めます。 

・空港や港湾等の交通結節点においては、円滑な乗り換え支援、観光案内等
の情報提供など利用の促進や市内への誘導などの結節機能の強化を図りま
す。 

・都市拠点内においては、バスターミナルと利用率の高いバス停に乖離があ
り、公共交通の利便性に課題があることから、商業・業務地の活性化策と
合わせて、利用者が待合できる交流スペースの確保など、交通結節点の形
成を図ります。 

○公共交通網の形成 
・現在運行されている路線バス、コミュニティバス・タクシーやスクールバ
スは、市民の足として今後その役割が高まると予想されます。このため、
利用ニーズを踏まえながら、運行頻度や路線、運行時間、運賃など市民が
利用しやすい交通システムとして運行体系の検討を行います。 

○安全な歩行者空間・自転車道の創出 
・拠点内や教育施設の通学路等においては、通学路交通安全プログラムによ
る地域ニーズの把握によって、安全性の確保や快適な街路空間の形成に向
けた歩道設置を図るとともに、バリアフリー化の推進を図ります。 

・自転車道については、現在道の駅くにさきに隣接したサイクリングターミ
ナルを起点として、海岸沿いに約 13km の専用の自転車道が整備されてい
ます。今後は、広域的なサイクリングロードネットワークを展望して、国
道や旧国道トンネル等を活用して国東半島を周回できるサイクリング環境
を推進します。 




